
第９回 2020 年ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ大会に向けた多言語対応協議会 

議事次第 

 日時：令和元年 12 月 24 日(火)10:30～12:00 

 場所：東京国際フォーラムＢ7-2 ホール 

１ 開会 

多羅尾 光睦 東京都副知事 

 

２ 議題 

（１）規約の改正について 【資料１】 

（２）各分野の多言語対応の推進状況について 

・交通分野〔交通分科会（東京都 都市整備局）〕 【資料２】 

・道路分野〔道路分科会（東京都 建設局）〕 【資料３】 

・観光・サービス分野〔観光・サービス分科会（東京都 産業労働局）〕  

 【資料４】 

・小売分野〔小売プロジェクトチーム（ｼﾞｬﾊﾟﾝｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾂｰﾘｽﾞﾑ協会）〕  

 【資料５】 

（３）構成団体の取組状況報告 

・計画運休時の多言語対応の取組み（東日本旅客鉄道株式会社） 【資料６】 

・「道路標識設置基準」の改正について（国土交通省） 【資料７】 

・多言語対応改善・強化のための観光庁の取組（観光庁） 【資料８】 

・受入環境整備「多言語対応」への取組み状況について 

（一般社団法人日本百貨店協会） 【資料９】 

・多言語音声翻訳技術に関する取組について（総務省） 【資料 10】 

・東京 2020 ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会に向けた横浜市の 

多言語対応の取組～ﾗｸﾞﾋﾞｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ 2019TMの事例より～（横浜市） 

 【資料 11】 

・2020 年ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ大会に向けた多言語対応に対する取組み 

（公益財団法人東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会組織委員会） 【資料 12】 

 

（４）事務局の取組状況報告 

・「多言語対応表示・標識等に関する調査」中間報告 【投影のみ】 

（５）意見交換 

 

３ 閉会 

平田 竹男 内閣官房オリンピック・パラリンピック推進本部事務局長 


